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（1）

11月定例会の
審議結果

紙面に関する御連絡・お問い合わせは
市会事務局政務調査課

 ☎222―3697

（平成23年12月12日現在）
会　派　名 議員数 電話番号

自 由 民 主 党
京 都 市 会 議 員 団 23人 222－3718

日 本 共 産 党
京 都 市 会 議 員 団 15人 222－3728

民 主 ・ 都 み ら い
京 都 市 会 議 員 団 13人 222－3724

公 明 党
京 都 市 会 議 員 団 12人 222－3732

地 域 政 党 京 都 党
京 都 市 会 議 員 団 4人 222－4035

み ん な の 党 ・
無 所 属 の 会 2人 222－3739

件　　　　　　　　　　　　名 審議結果

会　派　名
自
民
党

共
産
党

民
主
･
都

公
明
党

京
都
党

み
・
無

２3　年　度
補 正 予 算 案 一般会計、特別会計（基金） 可 　 　 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

条 例 制 定 案

障害福祉サービス事業所及び障害者支援施設条例

可 　 　 決

○ ○ ○ ○ ○ ○

公立大学法人京都市立芸術大学が譲渡等について市長の認可を受けなければならない重要な財産を定める条例、京都
都市計画（京都国際文化観光都市建設計画）特別用途地区（岡崎文化芸術・交流拠点地区）の区域内における建築物
の制限の緩和に関する条例

○ × ○ ○ ○ ○

条 例 改 正 案
身体障害者授産施設条例、知的障害者授産施設条例

可 　 　 決
○ ○ ○ ○ ○ ○

梅小路公園条例、市立小学校条例、市立中学校条例、職員給与条例 ○ × ○ ○ ○ ○

そ の 他 の
議 案

山科市営住宅改修工事請負契約の締結、指定管理者の指定（保健福祉局関係 5件）、市道路線の認定、市道路線の廃止、損
害賠償の額の決定、訴えの提起、当せん金付証票の発売金額

可 　 　 決
○ ○ ○ ○ ○ ○

市立東山泉小学校新築工事請負契約の締結、公立大学法人京都市立芸術大学中期目標の策定、公立大学法人京都市立芸
術大学に承継させる権利 ○ × ○ ○ ○ ○

京都府公安委員会委員の推薦 同 　 　 意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

人権擁護委員の推薦 2件 可と認める ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 員 提 出
議 案

「こころの健康を守り推進する基本法（仮称）」の法制化を求める意見書、障害者総合福祉法（仮称）の早期制定を
求める意見書、鳥獣被害防止対策の充実を求める意見書、防災会議に女性委員の登用を求める意見書、視覚障がい者
からテレビを遠ざけない地上デジタルテレビ放送を求める意見書

可 　 　 決
[ 意 見 書
2･3面参照]

○ ○ ○ ○ ○ ○

円高から中小企業を守る対策を求める意見書 ○ ○ ○ ○ × ○

国民生活の安心と向上を図る各種基金事業等の継続を求める意見書 ○ ○ × ○ ○ ○

災害に強い日本の構築に向けた社会資本整備を求める意見書 ○ × ○ ○ ○ ○

11月定例会で審議した市長提出議案28件、議員提出議案8件の審議結果は、次のとおりです。
（○＝賛成、×＝反対）

自民党＝自由民主党京都市会議員団（23人）	 共産党＝日本共産党京都市会議員団（15人）
民主･都＝民主・都みらい京都市会議員団（13人）	 公明党＝公明党京都市会議員団（12人）
京都党＝地域政党京都党京都市会議員団（4人）　　　	み・無＝みんなの党・無所属の会（2人）

■定例会の経過

11月25日 本 会 議
会期の決定、
議案の提案
説明など

11月30日 本 会 議
議案の処理、
予算特別委
員会の設置
など

12月 1日 本 会 議 代表質問など

11月30日 
12月 2日

9日
予 算
特別委員会

正副委員長
の互選、23年
度補正予算
の審査など

11月25日
      29日
12月  5日
   6・9日

常任委員会
付託された
議案や請願
の審査など

12月12日 本 会 議 議案や意見書
の議決など

1 1 月 市 会 定 例 会

11
月
定
例
会
は
、
11
月
25
日
か
ら
12
月
12
日
ま
で

の
18
日
間
開
か
れ
、
市
長
提
出
議
案
28
件
、
議
員
提

出
議
案
８
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

市
長
提
出
議
案
の
う
ち
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
２
件
に
つ
い
て
は
、
予
算
特
別
委
員

会
を
設
置
し
て
付
託
・
審
査
の
う
え
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
用
途
地
区
（
岡
崎
文
化
芸
術
・
交
流

拠
点
地
区
）
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
の

緩
和
に
関
す
る
条
例
の
制
定
な
ど
議
案
23
件
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
の
常
任
委
員
会
で
審
査
の
う

え
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
京
都
府
公
安
委
員
会
委
員
の
推
薦
な
ど

議
案
３
件
に
つ
い
て
も
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

議
員
提
出
議
案
に
つ
い
て
は
、
「
こ
こ
ろ
の
健
康

を
守
り
推
進
す
る
基
本
法
（
仮
称
）
」
の
法
制
化
を

求
め
る
意
見
書
な
ど
、
８
件
の
議
案
を
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

11
月
定
例
会
で
審
議
し
た
主
な
議
案
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
結
果
は
４
面
参
照
）

◆
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
２
補
正

　
予
算
　

　
保
育
所
待
機
児
童
の
解
消
及
び
災
害
復
旧
事
業

に
要
す
る
経
費
等
を
補
正
す
る
と
と
も
に
、
「
平

成
23
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関

す
る
特
別
措
置
法
」
等
の
施
行
に
伴
い
子
ど
も
手

当
給
付
費
の
減
額
等
を
行
う
も
の
で
す
。
ま
た
、

基
金
特
別
会
計
に
お
い
て
、
動
物
園
整
備
基
金
へ

の
積
立
て
に
要
す
る
経
費
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

　
補
正
額
は
、
合
計
で
33
億
８
千
４
百
万
円
（
減

額
補
正
）
で
す
。

◆
京
都
都
市
計
画
（
京
都
国
際
文
化
観
光
都
市
建

　
設
計
画
）
特
別
用
途
地
区
（
岡
崎
文
化
芸
術
・

　
交
流
拠
点
地
区
）
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物

　
の
制
限
の
緩
和
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
平
成
23
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
岡
崎
地
域
活
性

化
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
た
都
市
計
画
制
限
等

の
見
直
し
の
一
つ
と
し
て
、
建
築
基
準
法
の
規
定

に
基
づ
き
、
特
別
用
途
地
区
（
岡
崎
文
化
芸
術
・

交
流
拠
点
地
区
）
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の

用
途
に
関
す
る
制
限
の
緩
和
に
関
し
て
必
要
な
事

項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
文
化
芸
術
活
動
及
び

交
流
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
の
維
持
増
進
を
図
り
、

も
っ
て
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
魅
力
的
な
市
街
地
の
形

成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
条
例
を
制
定

す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
度
、
本
紙
は
、
創
刊
後
60
号
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
本
紙
は
、
市
会
の
活
動
状
況
や
仕
組
み
等
を
広
く
市

民
の
皆
様
に
向
け
て
情
報
発
信
す
る
た
め
に
、
平
成
９

年
５
月
に
発
刊
さ
れ
た
広
報
紙
で
あ
り
、
年
４
回
（
議

員
の
改
選
年
は
特
集
号
を
発
刊
す
る
た
め
年
５
回
）
、

そ
れ
ぞ
れ
約
65
万
部
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
本
紙
は
、

市
民
し
ん
ぶ
ん
（
区
版
）
に
挟
み
込
ん
で
市
内
全
世
帯

に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
区
役
所
な
ど
市
の
主
な
施
設

や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
も
置
い
て
い
ま
す
。
ま

た
発
刊
当
初
か
ら
視
覚
障
害
者
向
け
に
点
字
版
、
文
字

拡
大
版
、
録
音
版
も
併
せ
て
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
分
か
り
や
す
く
見
や
す
い
紙
面
づ
く
り

を
心
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
御
愛
読
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

国に対する「『こころの健康を守り推進する基本
法（仮称）』の法制化を求める意見書」などを可決

京都市会だよりは
創刊60号目を
迎えました！

　
平
成
24
年
２
月
市
会
定
例
会
の

日
程
等
を
お
知
ら
せ
す
る
チ
ラ
シ

と
ポ
ス
タ
ー
を
公
共
施
設
を
は
じ

め
、
各
所
で
配
架
・
掲
出
し
ま
す
。

京
都
市
会
初
の
試
み
で
す
！

　間もなく開会される2月定例会では、本会議
や委員会において、平成24年度予算の審議・審
査が行われます。ここでは、市会において当初
予算の審議・審査をどのようにしているのかに
ついて、これまでの例に従って、分かりやすく
御紹介します。

１　予算関連議案の提案説明等  
   市長から予算関連議案が提出されたら、本会議
において、市長等から提案趣旨の説明がなされま
す。それに対し、必要に応じて議員が疑問点を質
問し、市長等が答えます。

２　本会議における代表質疑
   本会議において、議員が予算に関連して質
疑を行い、理事者（市長や副市長など）はそ
れに対して答弁を行います。予算は、市政の
運営に幅広く関わってくることから、質疑の
内容も多岐にわたり、見所満載です！

   代表質疑の模様は、本会議場での直接傍聴
（※1）はもちろんのこと、KBS京都のテレビ
中継やインターネット議会中継（※2）でも御
覧いただくことができます。

３　予算特別委員会の設置
   予算関連議案を詳細に審査するため、予算
特別委員会を設置し、同委員会に議案を付託し
ます。

４　予算特別委員会における審査
   予算特別委員会では、付託された議案を審
査するため、分科会を設けて、局別質疑（局
ごとに理事者（局長や部長など）の出席を求
めて行う質疑）をした後、委員会として市長
総括質疑（市長や副市長などに対して行う総
括質疑）を行い、最後に賛成や反対などの結

論を出します。
   局別質疑については、モニターテレビによる
放映を行っており、市役所本庁舎2階の市会モ
ニター視聴室で御覧いただくことができます
（※3）。

   また、市長総括質疑については、インター
ネット議会中継のほか，本会議場における直
接傍聴で御覧いただける予定です。

５　予算特別委員会報告
   予算特別委員会における審査終了後、委員会で
の審査結果を議長に報告します。また、本会議で予
算特別委員長が審査の経過及び結果を口述しま
す。

６　本会議における討論及び表決
   最終本会議において、議員が議案に対する賛成
や反対の意見を述べます。その後、直ちに賛成・反
対の採決を行い、市会の意思を決定することで、次
年度予算の審議は終了します。

※1　本会議場における直接傍聴を希望される場合は、
本会議が始まる1時間前から市役所北庁舎1階の
受付にて先着順で傍聴券をお渡ししています。

※2　インターネット議会中継は、市会ホームページ
（アドレスは1面に記載）から御覧いただけます。

※3　予算特別委員会の局別質疑のモニター視聴を希
望される場合は、委員会が始まる1時間前から市
役所本庁舎2階の市会受付にて先着順で視聴券を
お渡ししています。

〜2月定例会の会議日程について〜

　２月定例会の会議日程は，市会ホームペー
ジから確認していただくことができます（ア
ドレスは１面に記載）。

　京都市会では、議会機能の充実・強化及び「開
かれた市会」のより一層の推進を図るべく、議員
による協議・調整の場として平成 23 年 5 月 30 日
に「市会改革推進委員会」を設置して以降、市会
改革に向けた様々な議論を精力的に行っています。
ここでは、同委員会での協議を経て実施すること
となった主な取組内容を御紹介します。

○議員間の平等を図るため、平成 23 年 9 月定例
会から非交渉会派（議員が 4人以下の会派）も
代表質疑・質問を実施できるようにしました。

○本会議の代表質疑・質問において、傍聴者が質
問内容をきちんと把握できるよう、平成 23 年
9 月定例会から傍聴者に質疑・質問項目の一覧
を配布しています。

○委員会の傍聴希望者を増やすため、委員会にお
ける審査内容を事前に市会ホームページで公表
しています。

○委員会モニター視
聴者に委員会資料
をより見ていただ
きやすくするよう、
閲覧用机のみで閲
覧可能だった同資
料を、モニター画
面を視聴しながら、
自席で閲覧するこ
とができるように
し、部数も増やし
ました。

市会改革の取組について 平成 24 年度予算の審議・審査について


